
くdiff占rAnce〉の戯れ  

荒 木 正 純  

Jacques Derridaは，彼が戦略的に配備をした戦略的武器 〈diff6rance）  

について，1968年1月27日にSocl飢畠francaise de phllosophle で講演を  

おこなっている。く1a di翫rance〉 と題されていた。このディスコースほこう  

始まる－  

1   Je parlerai，donc，d’unelettre，  

Dela premi6re，S’ilfautencroirelTalphabetetleplupart  

des speculations q11i5’y sont aventurEes，  

Je parleraidoncdelalettre a，de cettelettre premiere  

qu’ila pu paraitre n6cessaire d’introduire，icioul息，dans  

l’畠cr主ture du mot diH6rence；et Cela dansle cours d’une  

畠crituresurl’占eriture，d’une畠crituredan＄l’卓criturea11SSi  

dontles different＄tra5ets se trouvent donc tous passer，  

en certains pointstresd6termlneS，paruneSOrtedegrosse  

faute d’orthographe，par Ce manquement且1’orthodoxie  

r6glant une畠criture，え1aloir岳glantl’6crit etle conte－  

nant en＄a biens由nce．（1）  

〈Derrida）がこの部分において．身振りを用いつつ示していることはナまず  

く音声言語〉をく道具〉にし 〈文字言語〉について語るということ，く文字〉  

への〈音声〉の奉仕という皮肉である。それは，〈文字〉化されたディスコー  

スによって始めて見えてくるものである。く音声〉を媒介として，く文字）の  

く現前〉化をすること。く音声中心主義〉の階層的逆転。   

突然巧くdonc〉であった。この身振りは，一体何の意味作用をしているので   
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あろうか。たとえば，くJepense，doncje suis．〉の意識化を狙っていたのか。  

この定式を介してのくDescartes〉の意識化か。更に，くDescartes〉を介して  

の〈身心〉の二元論か。または，単にく強意〉的に用いるという慣用法に則っ  

たく疑い〉，あるいは〈皮肉〉。く文字〉による限り，彼がどのように発音をし  

たのかは不明である。ここでくDerrida〉は，自らの〈音声〉のディスコース  

がく文字〉化される時のことを計算にいれ，くdi庁erance〉の作用について示  

すための陰謀を巡らしていたのであろう。それにしても，このくDe＄CarteS〉の  

定式は，身振りの点でくJe parlerai，donc，d’unelettre）に似てはいない  

か。くdonc〉を挟んで二つの語。く♪ense）と 〈barlerai），〈je〉 と くd’une〉  

との音的塀似。〈suis〉の不定形（infinitif）ほく畠tre〉。したがって，この  

〈昌tre〉とく1ettre）ほ音的に結びつく。く1ettre）ほ（1，etre〉となる。くinfi－  

nitif〉とは，一つの語の 〈超越〉的なありかた，つまり く現前〉。まして，  

〈存在〉 の語にく1e〉が冠されているのである。〈現前〉 とほ〈文字〉 である  

という身振りか。〈存在〉もしくほく現前〉は，く声〉く思考〉く精神〉の問題で  

はなく，〈文字〉く行為〉く身体〉の問題である，というのか。くpen＄er〉は，ラ  

テン語のくbensqTre）を介Lてフランス語くpeser）に通じる。それは，もの  

のく重さを計る〉 ということ。（くLa question du style，C’est toujours  

l’examen，1e pesantd’un objet pointu）－EbeTOnS。（2）この中のくexa－  

men〉はラテン語くexigeYe〉に由釆し，く重さを計る〉。ここから 〈penser〉  

が〈style〉，また〈un objet pointu）と結びついてくる。）そして，くparler〉  

とはくArticuler des parol巳S〉くExprimer sa pens畠e parla parole）（3）  

と定義される。とするなら，（parler〉にはくpensee）が前提化されていて，  

しかも 〈exprimer）が示すく内〉から〈外〉への運動を含んでいる。〈Des・  

CarteS〉の定式には，〈記号〉の介在ということが見られない。それに対して  

くDerrida〉 にほ，くparler〉にしろ く1ettre）にLろ，くsigne）の意識が見  

られる。く思考〉く存在〉という く精神〉的，あるいはく抽象〉的なことではなく，  

く音声〉く文字〉という く物〉的，く具体〉的指向性の表明をしている，と読め  

るであろう。それにしても，くDes亡arteS〉の〈penser〉とく芭tre〉は，く精  

神〉の側にあり，くDerrida〉のくparler〉く1ettre）は，〈精神〉とく肉体〉の  

両方にふりわけられている，ということに注目Lておきたい。   

ディスコースの身振りについて言えば，類似の記号連鋳の反復が見られる。  

それは，決してく同一〉なるものの繰り返Lではなく，反復される度に，く差  

異〉が生まれてくるというものである。く反復〉（r畠petition）とは，そうした   
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ものである，とする身振りであろうか。フランス語 くrep畠ter〉 は，くRedire  

Ce qu’on a d卓jえdit，Ou Ce qu’un autre a dit〉と定義されている。  

くd63え〉の思想である。実際，〈Derrida〉がこのテキストにおいて語ってい  

ることは，すでに（dejえ）語ったことの反復なのである。自ら語ったこと，あ  

るいは他人が語ったこと。それは，すぐ直前に語ったことの場合も，すでに時  

が経過した場合のものもある。くJe parlerai，dt）nC，d’unelettre〉 は反復  

されて〈Je parleraidonc del且1ettre a†…〉 となっている。これは直前  

の場合の例。〔ここに見られる未釆形は〈現前〉の繰り延べの意味作用をおこ  

なう。）そLて，〈dif柁rance〉に関する，いわゆる内容は，すでに別のテキス  

＝において語られているのである。それにしても，くDerrida）の使う語の連鎖  

は徹底している。前出の引用に続く次の箇所にほ，くQu’on cherche donc  

畠passer te11e主nfraction soussilence〉とある。（r昌p畠ter）の語源くrc－  

♪etere）を〈aller chercher de nouveau）と，Petit LaYOuSSe Li定義を  

している。〈de nouveau〉（ふたたび）は，くえ nouveau〉（新たに，ふたた  

び）ともなる。  

2  ＝・Ce manquement包1’ortllOgraphe，On pCp11rra tOujour＄  

1’ettacer oule r畠duire，en SOn fait ou en son droit，etle  

trouver，Selonles ca＄ quichaque foi＄ ＄’analysent mais  

reviennentieiau mさrne，graVe，mals伝ant，VOire，dansl’  

hypoth由e dela plus grandeing卓nuit6，amuSant．Qu’on  

Cherche donc且passer te11einfraction sous silence，1’in・  

tir昌tqu’onymettraselaisse d’avance reconnaitre，aSSig－  

ner，COmme preSCript parl’ironie muette，1e 鮎pLac卓  

inaudible de cotte permutationlitt卓rale．On pourra tou－  

jours faire comme sicela ne faisait pa5 de diff畠rence．  

Ce manquement silencieux d’aujourd’huireviendra moins  

畠1ejust沌er，enCOremOinsえ1’exc11Ser，qu一良en aggraver  

Ie jeud’une eertaineinsistance．  

くすでに〉（舶j包）述べられてあることを，〈ふたたび〉く新たに〉く差異〉を  

もって（反復〉すること。これはくdi離rance〉ということに他ならない。  

く時〉く壁間〉におけるく差異〉化なのである。こうして〈Derrida〉は，身   
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振りによって記号くdl鮎rance〉の出現以前忙，その説明をLているわけで  

ある。   

身振りの読みをさらに続ける。くDerrida〉ほ役が批判をし，くd6construc・  

tion〉の作用の犠牲に供したく西欧音声＝ロゴス中心主義〉の暴露をしている。  

1において，〈unelettre）がく1apremiere〉 に結びつけられていることに  

ついて，ことさらの指摘がなされている。つまり，〈une〉 であるものが，く1a  

Premibre）であるということほ，（1’alphabet）（alpha と betaの順序で  

ほじまる体系）のためなのである。この体系が，そのようにしたて上げたので  

ある。くDerrida）は（s’ilfaut en croirel’aphabet etla plupart des  

SpeCulatio皿S quis’y sont aventurees．）と用心深い記号の布陣を作り上  

げた。くsi〉くfalloir〉がある。くsi〉ほく仮定〉を示すし，くfalloir〉のラテン  

語〈一ね〃grg〉ほこう意味作用する－l．落下させる，倒す．すべらせる．  

2．あぎむく，だまナ，まどわす．3．ある事を果たさない，実現しない，傷  

つける，害する．4．ある事な偽造する．5．ある物をむだにする，無効にす  

る．6．ある物を気づかれぬようにする，感じられないようにする．7．隠す，  

忘れさせる，省略する．8．ある人に見失ぁせる，秘密にしておく，ある人か  

ら見えぬようにしておく（ヰ）。いちいち各項を文脈に当てはめるということは控  

えるが，これを見るといかにこの記号がこの文脈濫ふさわしいものであるかが  

わかるであろう。（われわれにとってほ，1．のく落下〉の項は彼の議論につ  

ながり，重要である。）アルファベット文字使用の文化においてほ，〈falloir〉  

の作用によって くl’alphabet）は体系化され，維持され，自然化されている。  

〈croire）は（Tenir pour vrai〉 くTenir pour possible，prObable）と  

定義されているが，この くvrai〉（真理〕に仕立てる作用を行うのがく音声＝  

ロゴス中心主義〉 というわけである。くcroir¢〉の語源く亡作dgrわ には く（金  

などを）貸す〉 という意味作用があるが，これほ くsp色culation）と連鎖を  

する。それはそこにく投機〉の意味作用を起こすことが可能であるからである  

－くOp畠ration sur des biens meubles ouimmeuble与en Vue d’obter  

nir un gain d’argent deleur revente ou deleur exploitation〉。  

つまり，く投機〉がく動産〉く不動産〉に働きかけて，その時く利益〉をく転  

売〉もしくほく搾取〉によって獲得することを目的にするというのであれば，  

〈思索〉 とは〈物質〉く精神〉に働きかけるということになろう。それなら  

く思索〉のく利益〉〈転売〉く搾取〉とは何に相当するのであろうか。く現前〉  

く真理〉くロゴス〉に辿りつけるという く利益〉か。く記号〉 がく転売〉く搾取〉   
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の対象となるのであろう。この過程において大切なこと，それほく投機〉を可  

能にLているく体制〉が，不変であるということである。くロゴス＝音声中心  

主義〉という〈体制〉は不変であり，その基で＜思索＞が続けられてきたとい  

うこと。くDerrida〉はくaventurer〉の記号を連鎖に加えているのであるが，  

これは（exposer au hasard，au danger）。従来のく思索〉は，くa〉を  

く1a premiむe〉にしている限り，十分にその くhasard，danger）に身を晒  

すことがなかったのである。つまり，くロゴス＝晋声中心主義〉のく打倒〉  

〔falloir〕までにほ至るということがなく，〈〔ある物を〕気づかれぬようにする〉  

く秘密にしておく〉 という くfalloir〉の作用に身を任せていたのである。した  

がって，〈Derrida〉にとってなすべきことは，アルファベット第一の文字と  

してのくa〉をくcroire〉く叩玩ulation〉するということではなく，それに対  

Lて〈parler）という営為をなすことである。くarticuler）（exprimer）するこ  

と。何をか。く秘密〉にされたもの。それは，〈音声〉をく危険〉に晒すことで  

ある。く音声〉が，実ほく文字〉である．そういう事態へのア′ミンチュールで  

ある。   

くaventure）のラテン語くadvcniire），これに関連したくqducntus〉 ほ  

〈到来〉〈進軍〉く爆発〉の意味作用を起こす。またくavent〉 というフランス  

語は，〈待降節〉のこと。つまりキリスト〔神）の〈天上界〉からく下界〉へ  

のく降臨〉のことである。この異領域への移行は，く音声〉く文字〉の間にも考  

えられるのであって，く思考〉（神）のく音声〉（天使）を介しての〈文字〉（地  

上）に対する支配。そのように〈ロゴスニ音声中心主義〉は定めてきたのであ  

る。ところが，く文字〉（a）がく音声〉（e）の代わりをして，く思考〉の編腰濫  

侵入をしてきたわけである。（Derrida〉ほく1，ecrituredumot di＃6YenCe〉へ  

のくIaletter a）の，しかも〈cettelettre premiere）の侵入であるという。  

くDerrida）の配備したくintroduire〉という記号は，脅威的なものである  

－〈Faire entrer qqu．）（Faire entrer，p岳n丘trer une chosedansune  

autre〉くFair adopter parl’usage〉くFaire admettre dans une societe，  

Pr由enter〉く（混乱を）惹き起こす〉。〈Derrida〉 のいう 〈mot〉 〈畠criT  

ture〉とほ，く剖度〉のことであり，くa〉 という実に強力なるものがそこに侵  

入したのである。この事態がいかなるものであるのかを，彼は説明している  

Aくet celadanslecours d，une占criture surl’卓critur・e，d，une占cri－  

ture dansl’丘criture aussidontles differents trajets se trouvent  

donc tous passer，en Certains points tres d6termin由，Par une   
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SOrte de grosse fauted’orthographe，Par Ce manquement al’ortho－  

doxie r畠glant une畠criture，え1aloir6glantl’畠crit etle conten－  

ant en sa biens由nce〉。（1’ecriture）とは，単にく文字〉だけのことでは  

なく，く文字体系〉のことでもある。く文字体系〉の中で，く文字体系〉につい  

てく文字〉を連ねていく流れの中でのこと。いや，このくcours〉は〈経過〉  

く流れ〉のことだけでほなく，くcotlr〉でもある－くTerrain d畠1imit色par  

des batiments sur totalit卓ou surla plus grandepartiedesonp6ri－  

m昌tre．〉〈D昌nomination de certainstribunauximportants；enSemble  

des magi＄tratS quiles composent．〉くR由idence d’un souverain；en－  

Semble des principaux personnages quil’entourent；1e souver且in  

et ses ministres．〉くEnsemble de personnes empress6es え plaire 且  

qqn et particulierement島une femme．〉くEn Belgique，tOilettes．〉。  

ここに見られる意味作用は，後に配置される記号連鎖に連なる－くunモ  

SOrtedegrossefauted’orthographe）（cemanquementえ1’orthodoxie  

reglant une卓criture，え1aloir岳gulantl’卓crit etle contenant en  

＄a biens由nee〉。〈orthographe）とほ，く正字法〉のことであるが，それは  

く文字体系〉を支配するく法〉（loi）である。これが，くa〉 の侵入をく侵犯〉  

と定めるのである。また〈orthographe〉の古形にくorthographie〉があり，  

く縦断面図〉 の意味作用を起こL，それゆえに く1es difE6rents tT・ajets se  

trouvent donc tous basseT，en Certains points tres d色termin昌s，par  

une sorte de，”〉 の記号達廣が起こると考えられる。〈綴りの誤り〉（faute  

d’orthographe〕とは，そのく体系〉からは単にそのように見なされるわけで  

あるが，じつはく脱線〉なのであり，さらには〈侵犯〉（infraction）とさえい  

える。く礼儀〉（biens色ance）をわきまえないく野蛮〉 と見なされるが．そう  

であるわけではない。く体制〉はそう扱いたいのだ。たとえく重大〉（grave）  

く当を得ていない〉〔mals由nce）としても，こう扱われるほうがまだましであ  

る。どうしようもない扱いは，く最も著しい無邪気な仮届〉（1’血ypoth由e de  

la plus grandeinginuit畠）によってくおもしろい〉（且muSant〕と見る姿  

勢である。（〈hypoth由e〉→くhypoth色que〉（抵当〕）。その姿勢は自らの立場  

を，全く意識していないからである。その〈仮説〉というのは，く生まれた時  

から持っている〉（ing崖nuit卓→ingeniosus）ものであると考えられているの  

である。（くing丘nuit昌〉は，P，マ法でく生来の自由〉）。一層困惑をする姿勢  

は，く黙って無視〉するというもの（passer telleinfraction soussilence）。   
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たいLたことではない，と扱われること（celanefaisaitpasdedifF卓rence）。  

そういうわけで，くDerrida〉 が戦略として行うこと，それほく黙って正字法  

を犯したこと〉（ce manquement silencieux al’orthographe〕の〈正当  

化・無罪証明〉（justifier〕をすることでも，く弁明〉（excuser）することで  

もない。そのようなことをしたら，く文字体系〉の容認をすることになり，自  

ら自らの行為を，そのく法体系〉によって処置するということにしかならない  

からである。（くjusti丘er）の語源くjustus）のQus）はく法律〉。（excuser〉  

の語源 く紺C〟ぶαrβ〉 は，〈錯－〉外へ＋くcα鉦∫め 罪＋一即g ＝罪を解除する。〕  

そうすることではなくて，く執勧な戯れを悪化させること〉（enaggraverle  

jeu d，une certaiIleinsistence）であるという。もちろん，く悪化〉とほ  

〈体制〉側から見てのことであるし，く戯れ〉ということもそうである。（〈ag－  

graver〉は先述のくgrave）と連鎖）。ところがくd由maintenant〉（目下）  

という記号を配している。これはどうしたことか。く今話をする〉ということ  

ほ，く現前〉をさせるということではないか。しかし，そのく現前〉の主体と  

いうのは，いわばく真理〉〈神〉くロゴス〉などではなくて，く戯れ〉に他なら  

ないのである。そしてそれほ，く執拗〉〔insistence）にもく再度（過失を）犯  

す〉（revenir〕ことなのである。   

さらにくDerrida〉は，用意周到にもこう続ける－  

3  0n devra en revanche m’excuser sije me refere，au  

■I     moinsimplicitement，且telou teltexte queJaipu me  

risq．uerえpublier．C’est que je voudrais pr畠cis畠mentten，  

ter，dans une certaine mesure et bien que cela soit，atl  

PrlnCIPe et え1a．1imite，pOur d’essentielles raisons de  

droit，impossible，de rassembler e皿Jbisceaules di庁岳ren－  

tes directions danslesque11es j’aiqu utiliser ouplut6tme  

laisserimposer en son n畠o－graphisme ce qtle j’appe11erai  

provisoirementle mot oule concept de diffirance et qui  

n’est，nOuSle verrons，え1alettre，niun mot niun con－  

CePt．Je tiensiciau mot de jbisccau pour deux raisons：  

d’une partilne s’aglra paS，Ce quej’allraisp11auSSifaire，  

de dicrire une histoire，d’en raconterle・S etapeS．teXte  

Par teXte，COnteXte par COnteXte，mOntrant Chaque fois   
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quelle畠conomie a plユimposer ce d6r己宮1ementgraphique；  

mais bien du syst6me giniTalde cetie 6conomie．D’autre  

Partle mot jbisceau parait plus propre a marq11er que  

le rassemblement propos昌alastructured’uneintrication，  

d’un ti＄Sage，d’un croisement quilaissera repartirles  

diff昌rents fils etles di庁岳renteslignes de sen＄TOu de  

force」」tOut COrnmeilsera pr6tえen nouer d’autres．   

く敢えて（危険を冒して）公表（出版）をしたテキストに，少なくとも暗黙  

裡に準拠をするとLても，許していただかなくてはならない〉という。こうL  

た断りを，何故わぎわざ述べたてるのであろうか。確かに，くDerrida〉 流の  

ディスコースでほある。たとえば，如eronsの中でこういう－Sijene  

Cite pas ces travaux auxquels je dois beaucoup，paS m牟me Versions  

du soleilquime donne ce titre，OuVrantle champ problgmatique  

et jusqu’え1a marge danslaquelle，島telle（旭rivepr昌s，jemetiendrai，  

Ce ne Serane ParOmissionniparpr由omption d’ind6pendance．Plu－  

t6t pour ne pas fragmenterladette et po11rla pr由upposerえcha－  

queinstant en sa totalit岳．Lかし，それだけではない。まず，わたしの  

話ほ，既に述べたことのく反復〉である，ということを示す身振り，と読める。  

このことほ，どこそこで述べたものです，とわぎわざ言うことはしません，と  

いうこと。くテキスト〉というものは，そうしたものである，また人の発言と  

は，そうしたもりである，言い換えれば〈引用の織物〉である，ということ。  

しかし，これだけのことを言うためであるのなら，ここにある記号連鎖は存在  

性を失うであろうーくdevoir－reVanChe－eXCuSer－r卓ferer（sic）implici－  

tement－pO11VOir－risq11er－publier〉。   

くdevoir〉ほこう定義されている－（1at．debeYe）宜tretenudepayer，  

derestituer，defournir：deuoirdeL，aTgent．”色tre redevable：de－  

voirEa vieL3qqn．H 宜tre oblig色白qqch parlaloi，la morale，1es  

⊂OnVemanCeSニⅣ邦ぞ乃ノ加古如ざf¢占‘g5∫α粥亡βdぶgざメ佃r♂扉∫．ここでまず気づ  

．くことほ，くある人に負債がある〉という意味作用の存在である。これは，既出  

のくcroire）（sp畠culation）に連鎖をLて，さらに後出の記号連鎖くsysteme  

g卓neralde亡ette 卓conomie〉にまとめあげられる。く負債〉にせよ，〈復  

元〉（restiture〕にせよ，それほ何かがあちらからこちらへと移行をして，   
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く不在〉化した空間に何かをく現前〉させる〈義務（理）〉がある，というこ  

とである。しかし，そのく義務（理〕〉は果たされずにく繰り延べ〉されてい  

る。Lかし，そのく行為〉のく義務（理）〉化をする何かが，〈現前〉 Lている  

のである。それがく法〉（loi）く道徳〉（morale）〈礼儀〉（concenances）と  

いうわけである。これらがく強制〉（obliger〕をする。人が何かの体瑞如こ従っ  

ているとしたら，それは人がそれに〈負債・恩義〉を受ているからである。そ  

のお陰を慕って，生存Lえているのである，というわけである。しかし，その  

く負債一息義〉たるや，どのようにして生じたのであろうか。く体制〉が勝手  

に作りだしたものかもしれない。〈体制〉が巧みに，その事摩に人が陥るよう  

に仕組んでいるのかもしれない。く体制〉とは，く負債・恩義〉のいわば製造シ  

ステムなのではないのか。   

そうした〈義務（理）〉く恩義〉の〈返礼（済）〉（revanche）をく怠る・背  

く〉（manquement），するとく復讐〉（revanche）が下されることになる。  

くrevanche）とはこう定義されるuAction de rendrela pareille pour  

qqch，SOuVent POur un malquel’on a re∈u：J’auTaima YeyanChe・  

lヨSeconde partie qu’on joue apr由avoir perdula premi畠re．ここに  

ある〈同様の仕打ち（事柄）〉（pareille）から，〈復讐〉とはく均衡〉 の復元  

をすることであるとするなら，この文脈から先述の（penser）くexamen）  

（重さを計る）のことを思い出してもよい。この〈秤量〉のイメジは，くeco－  

nomie〉の道具である。ちなみに，く天秤〉の象徴ほ，く正義〉（justlce）ま  

たほ対立物のく均衡〉である。（5）   

くexcuser〉－〔1at．excusare）．Disculper qqn d’une faute：excuser  

椚＝判相加庖．く義務〉の不履行のために〈復讐〉が下される，その際にく履  

行〉の代用としてく弁明（護）〉がなされる。Lか‾し，それでく義務〉が消滅  

するというわけではないのであって，〈延期〉されるにすぎない。かく して，  

くexcuser）とはく畠conomie〉のシステムの一部をなl／Cいるのである。   

〈r6f6rer〉－（1at．reFelrre．rappOrte）．Fairerapport，enappelerえ：  

fJ／α紀子印咋／‘rgα卯∬α〟紬r査f‘言方坤占r言g〟r∫．く準拠（照会）〉する先にある  

ものは，く起源・原田・作主〉などの〈権威〉（autorit由〕である。そうする  

ことのく義務〉。ラテン語のくreferre〉にはつぎの意味作用がある－1．運  

び去る，取り返す，家へ持ち帰る．2．帰還を告げる，告げ知らせる，告げ  

口〔密告〕する。この他にも意味作用はあるが，これだけでもくdevoir〉くre・  

vanche〉（excuser）との関係性がわかる。フランス語くrapporter〉 とは，   
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まずくもとの場所に運び返す〉ということ。 さらに，くreferre〉 にほく（負債  

を）返（慣）還する，支払う〉く返報する〉がある。また，くrapporter〉は  

く利潤をあげる〉という意味作用まで起こすのである。それにしても，く家〉  

というのはくもとの場所〉なのであり，それは〈起源〉，そしてく権威〉なの  

である。〈帰還〉とは，おそらく く脱線〉に通じるし 〈密告〉は何らかのく犯  

罪〉をく権威〉に知らせることであろう。そして，（referre）には＜（口頭で）  

反復する〉があり，これほ＜（消失したものを）回復する〉〈思い出す〉く（似姿  

によって）再現する＞ことに発展をしていくのである。このあたりの意味作用  

は，くテキスト〉のく存在性〉の方へ傾いたものであるとしてよい。まさに  

〈Derrida〉ほ，かつて公表Lたテキストをく口頭で反復する〉わけである。  

それは，くロゴス中心主義〉の〈体制〉から受けたく義務〔理）〉く負債〉など  

を，く返済〉するという行為でほない。く権威〉におもねるということでもない。  

単にく思い出す〉こと，それをく反復〉しているだけのことである。だから，  

続く次の箇所において，くrassembler〉というのである一くrassembler〉：  

Falre venir dan＄1e m昌melieu，reunir：1ruSSembleTdes mouions．”  

Mettre ensemble，aCCumuler：YaSSembLer des mat占riaux，JIR畠unir，  

COn⊂entrer pOur entreprendreqqch：1raSSembleYSeSforces，SeSid6es．  

この作用というのは，く超越的現前〉に〈帰還〉せしめるということではなく，  

どこかの同じ場所にく集める〉ということ，く散乱〉 したものをく集める〉と  

いうことなのである。   

〈密告〉という意味作用は，くimplicitement〉（晴々裡に）という記号に通  

じている。後者がく絶対に〉という意味作用を起こすからであり，くimplicite〉  

にはく（信仰などが）絶対的な〉がある。くロゴス中心主義〉は，くDerrida〉  

がくdeconstruction）を起こすまでは，いわば（implicite〉の状態にあった  

のである。しかし，興味深いことにラテン語く拍ゆ仇訂那〉には，く包まれ  

た，隠された〉という意味作用ほあるものの，他にく混乱させる，むずかし  

い〉という意味作用がある。もう少L辿ってみると，〈f別封fcdrg〉ほく巻き込  

む〉くもつれさす〉く乱す〉〈無秩序にする〉 という働きをする。これほどう し  

たことか。少なくとも，この連鎖から臭う犯罪（くexcuser〉 の く仁α〟∫め）と  

く連直〉をしていることになる。実は，く反復〉によってく集める〉ということ  

は，くもつれさす〉く乱す〉ということなのである。く権威〉への〈帰還〉とい  

うことではない限り，そうなのである。   

く権威〉といえば，くpouvoir〉がそれを意味作用するのである。まず名詞   
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とLてこうある－－Le fait de po11VOir：je n’en af bGSle Pouuoil・．11  

Autorit昌，gOuVernemen d’un pays：PaYUenir au pouuoir．1Influ・  

ence，POSSibilit畠d’action surqqn，SurqqCh：abuserde son bouvoir；  

lc PouyoiTdeI’6loquence．IIPropri岳te particuliere d’une substan－  

Ce，d’un appareil，d’uninstrument；grandeur caracterisant cette  

PrOPri畠t占．］1Mandat，PrOCuration．EIDocument constatant cette  

autorisation．”Fonction juridique con＄istant島 岳dicterles r畠gles  

d’organisation politique et administrative d’un pays，ainsiqu’えagir  

en justi⊂e pOurle compte d’une personne．11PhiLos．Ensamble de  

rapports deforce etdespro⊂eSSuS dehi占rarchisationqui，traVerSant  

toutela structure占conomlque et POlitique，aSSujettissentlesindi－  

Vidus．この中でとりわけ注目に値する意味作用は，最後のものであろう。く個  

人を服従させ，経済・政治構造全体を横断する力関係及び階層化の過程全体〉，  

つまり〈体制〉。（これは後に出てくるくpyramide）に連鎖）。そして，〈pro・  

prほt昌〉 とある。く特性〉ということが，まず第一であるが，く所有，所有韓〉  

の意味作用があり，これは後の（1e propre）とつながるほずである。   

くrisquer〉 とは，く危険に身を晒す〉ということ。この〈危険〉 とは何か。  

〈danger〉のラテン語 くd仇椚わ祝柑〉 は，〈家長，主人〉く所有者〉く支配者〉  

くあるじ役，亭主〉をさすという。フランス語でほ，くs扇gneur〉 に相当する  

わけであるが，その意味作用はこうである－（1at．senior．plus 相良）．  

Propri6taire，Inaitre absolu，quioccupele premier rang．〔propriE－  

taire→prOPriit畠→PrOpre）。まり，（危険〉 とほ自己に抑圧を仕掛けてくる  

もの，〈服従〉を迫るものなのであろう。（Derrida〉にとってほ，それは  

く体制〉〈ロゴス中心主義〉であったということであろう。く危険〉に身を晒す  

とは，そうしたく体制〉に自己の立場を表明するということ。   

つまり，〈publier〉すること－（1at．メⅦbIicaYe）．Faire connaitrele－  

galement：PubEicr uneloi，L Divulguer，r畠pandre：Z嘲blier unenou－  

vellc．11Faire paraitre，mettre en Vente unlivre．この行為は，用例か  

らわかるとり，高きから低きへと流すということ。く権力〉がく法〉を〈公示〉  

するとは，階層化の手立てとしてである。く権力〉が自らを暴露するというわ  

けではない。ラテン語の く♪〟み批αrg〉 が示すように，〈国庫へ没収する〉 こ  

と，く公用に供する〉ことである。く個人〉は，く公〉という名のもとでく服従〉  

をしいられる，く義務（理）〉く負債〉を押L付けられるのである。く個〉をく儀   
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牲〉にするわけであり，それはく♪〟摘仁βrわ町意味作用く身を売る〉く淫売す  

る〉に通じるのである。このように考えてくると，くテキスト〉をくpublier〉  

することが，〈危険に身を晒す〉 ということであることが理解されてくる。こ  

こで注意しておくべきことは，（texte〉を〈publier〉 するというのは，く法〉  

をく公示〉するということではない。くpublier une nouvelle〉には，そうい  

うところがある。しかL，〈テキスT）はくune nouvelle）ではない。く身を  

売る〉く淫売する〉に等しい営為である。くテキスト〉はく個〉の側にあるから  

である。くテキスト〉は，く既に〉（d占j且）あるものであるからだ。く現前〉く権  

力〉のく所有物〉（propriet畠〕ではないからである。しかしこの〈テキスト〉  

意識ほ，く語用体系〉の〈侵犯〉である。くテキスト〉はく権威〉と結びついて  

いたからである－〈texte〉：Ensemble des termes quiconstituent u  

昌crit，une OeuVre（par oppos．aux coMMENTAIRES，auX TRADUC・  

TIONS，etC．〕：reVOir，COrriger un texte．”Teneur exacte d’uneloi，  

d’un acte，etC．11Pageimprim畠e，卓crite（par oppos．auxILLUST・  

RATIONS）．11Document authentique；ouvrage orlglnal．1E Frag－  

ment d卓tach色d’une oeuvre．IISujet de devoir．ここでいうくtexte〉と  

ほ，くdel’oeuvre au texte〉 のもq）である。くDerrida〉にとっては〈com・  

mentaires〉くtraductions〉くillustrations〉へと傾斜するものである。く本  

文〉〈本体〉く原典〉く起源〉に寄生するもの。くSujet de devoir）（義務の主  

体）である。   

こうした読みを続けていくと，次に到来してくるのは，次なる記号連鎖であ  

る。ここでくDerrida〉はくje voudrais pr占cis昌ment tenter”）という。  

く個〉の〈意志〉の表明であろう。く権力〉がく集中化〉（rassembler）をす  

るのではなく，〈個〉がそれを行う。それは，決して徹底した企てではなく，  

くある程度まで〉（dans une certaine mesure）であり，（徹底〉することは  

く原理とLて〉（au principe〕くえ1alimite〉く権利の本質的理由によ り〉  

（pour d’essentielles raisons de droit）く不可能〉（impossible）であると  

いう。く権力〉がく集中化〉するようにする，というわけではないからである。  

く個〉にそうLたく権利〉はない。これは，く記憶〉の点で，く時間〉の点で，  

く空間〉の点で，く不可能〉であるということではない。く原理〉としてである。  

この時，〈principe〉ほく権力〉構造に絡めとられた意味作用を回避する≠  

〈principe〉‥（1at．brincibium）Ce quisert de baseえ qquh，Ori－  

gine，SOurCe：remonierjusqu’au f・rinciL＞e deioutes choses・（この用   
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例は，後のくpyramide）に連鎖）。また，〈pYincipium）の関連語くbrincebs）  

に，く発起人，創設者〉く長，支配者，君主〉などの意味作用がある。   

く個〉の〈集中化〉とほ，く起源〉（origine）へとく高めていく〉ということ  

ではなく（くorigine〉の語源 く♂正郎〉は，く上る，始まる〉の意味作用を起こ  

し，それは〈太陽〉のく上昇〉である），く束〉（faisceau）にすることである  

という。〈定義〉 こそ，く体制〉 例の表明である。く限界・境界〉（1imite）  

を定めること。そうではない。なぜか。ここでの目的である〈di庁畠rance〉  

iま，く定義〉を逃れる記号だからである。く語〉でも，く概念〉でもない（山un  

mot niuneoncept〕。（faisceau）の語にく固執する〉（tenir且）その理由を  

くDerrida〉は二つ挙げている。一つほ，く歴史〉 を記述する（d昌crire une  

histoire）ことではないということ，つまり く発展段階〉（畠tape）（＝く市場，  

交易地〉く（軍隊の）宿営地〉）を〈物語る〉（raconter）ことではない，という。  

このくraconter〉は，定義ではくFairele r昌cit de，rappOrter）となる。  

〈rapporter〉（もとの場所に運び返す）が示すように，それは くもとの場所〉  

まで段階を辿ることである。それは，くa〉という文字の〈錯乱，不品行〉（d丘．  

r皇宮lement）を課Lた個別のく占conomie）を説明するということになるから  

であるが，そうではなくて，〈systeme g岳n昌ralde cette 占conomie〉に関  

わることだから，という。だからといって，これだけの説明では，〈faisceau〉  

にたいするこだわりの理由はわからない。第二の理由として，く束〉の存在性  

の故だとしている。〈texte〉というく織物〉，つまり（intrication〉くtissage）  

くfils〉（1ignes〉くcroisement〉 で構成される く構造〉（structure）をもっ  

ことになるからだ，とする。それは，いちど〈東〉になってく集中〉 したとし  

ても，またく異なった方向〉へと去っていくものである。   

く東〉という意味作用であれば，くgroupe〉でもよかったのでほないかと思  

うが．そうではなく くfaisceau〉の記号が選ばれ，しかもここでの企てにふさ  

わしく（propre）思える理由は他にもある。くfaisceau〉の定義はこうである  

－－（1at，jbscis，botte，paquet）．R6union de choses semblable＄1i岳es  

ensemble：．佃isceau de bYindilles．Er Ensemble d’ondes，departicules  

Suivant des trajectoire＄VOisines．I】Anat．Groupe de fibres ner・  

VeuSeSdansl’axec岳ー帥roェspinal．［FBot．Groupedetubesconducteurs  

dela旦eVe．「l肋ih，Ensemble de droiteさ，de courbes，de surfaces  

dipendant d’un parametre．11Mil．Assemblage d’armes quise sou・  

tienment entre elles…◆pl．Antiq．Vergesli6esautourd’unehache，   
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que portraitlelicteur roman．1iMotif decoratif，nOtamment a  

l’epoque dela R烏volution，lIEmbl畠me dufascisme．ここで大切なこと  

は，まず（semblable〉 ということ。く束〉になるものは，そうした性質のも  

のでなくてほならない。くtrajectoire）は，これ以前に〈les diff6rentstra・  

jets〉 とあった。そして，く束梓〉である。古代ローマの執政官の権威の印と  

してあった，という。それには くhache〉（斧）が出てくる。（く斧〉の象徴性：  

Solar emblem of the sky gods；pOWer；thurlder；fecundity of the  

rain of the sky gods；conquest of error；saCrifice；a＄uPPOrt，Stay  

Or help〕。そして，くverge）とほく捧，苔〉のことで，くpasser parles  

verges〉という表現は，〈（答を持って二列に並んだ兵士の間を通って〕苔刑  

を受ける〉こと。〈gouverner avec une verge de fer〉 とは〈〔君主が国  

民を）圧制する〉こと。また，こうある仙くverge〉＝（lat．virga）．Tringle  

de mttal．］lPetite baquette de bois ou de metalquel’onpeutfaire  

Vibrer．1］Organe色rectile dela coqulation，Chezl’homme etles  

mammi柁res superieurB，Llnstrument depunitioncorporelleforme  

d’uJle baquette flexible ou d’une poign占e de brindilles．く性交によ  

る器官の勃起〉とは，くhac血e〉の象徴性と合致している。すなわち，くfais・  

Ceau〉のく東梓〉のく権威〉の印とは，く男性〉原理に基づくものである。こ  

の〈男性〉く権威〉く勃起〉く太陽神〉は，この後に続く くpyramide）へと連  

鎖していく。そこへ行く前に，く1a R畠volution）という記号，くfascisme〉の  

記号は注意するに値する（Doetrine et pratiques visant え etablir u  

r卓gime hi6rarchise et totalitaire．）。く中央集権〉 と関わるからだ。  

♯  

く中央集権〉の象散として，くPyramide〉 がある。くピラミッドの出現は，  

王墓独自の形式の創出によりファラオ（王）を頂点とした中央集権国家が確立  

したことを示している〉。（6）くI）errida〉 は〈diffirance〉という，く語〉な  

らぬく概念〉（concept→妊娠）ならぬ記号にある〈a）の，（diff6rence）へ  

の〈侵入〉もしくはく挿入〉の経緯せ回想しつつ，「単に読者もしくほ文法家  

にショックを与える」ためだけではなく，「書記に関わる問題について書く こ  

とにより探究をしているうちに，計算されてきた」という。くa〉とくe〉の文字  

上の〈差異〉（diff卓rence）は．純粋に文字上のものであって，発話において   
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は〈差異〉はく理解〉できない，く現前〉Lてはこない。このく差異〉をく無  

言の印〉（une marque muette）によって記している，という。この（無言  

の印〉を，くDerrida）ほ（暗黙の記念碑〉（une monument tacite）と連鎖  

させた。その連鎖の理由をこのように説明している－  

Elle se propose par une marque muette，par un mOnu・  

ment tacite，je diraim∈me par une pyramide，SOngeant  

ainsinon seulement良1a forme delalettrelorsqu’elle  

与’imprime en majeur ou en majuscule，mais a teltextede  

l’Encyeloβ占die de‡Iegeloille corps du signeestcompare  

畠1a pyramide畠gyptieIlne．Lea dela di任占rence，donc，  

ne s’entend pas，ildemeure silencieux，SeCret et discret  

COmme un tOmbeau：oikesis．Marquons ainsi，par anti－  

Cipation，Celieu，ー由iden⊂e familiale ettombeaudupropre  

OilSe prOduit en difF6rancel’6conomie dela mort．Cette  

pierre n’est pasloin，pOurVu qu’on en sache d占chiffrer  

la托gende，de邑1gnalerla moTt d11dyna5te■  

くpyramide）と 〈a）が連鋳されたのは，（a〉の大文字（capital〕〈A）町形  

によるだけではなく，くHegel〉 の旦那γ仁ね♪砧fg のテキストと関係があると  

している。（くDerrida）ほ くcapital〉 の記号を用いず，〈majeur）くma－  

juscule〉を用いているのは何故だろうか。くmajest畠〉 く威厳，荘厳，陛下〉  

を連想させるためか。〕くHegel〉がそのテキストで〈記号全体〉（1ecorp5du  

Signe〕をくIa Pyramide色gyptienne〉に誓えているからである，という。  

だからといって，何故くA〉と〈Hegel〉とが結び付くのか。くcorps〉ほ〈肉  

体〉〈屍，死体〉という意味作用を起こすが，くDerrida〉はGJαぷ（く弔いの鐘〉  

の意味作用〕において，記号くH巳gel〉に戯れを起こしている。その中で，  

〈e〉ではなく 〈a〉が現れてくる。  

Qui，1uiP  

Son rtom est siitrange．Del’aigleiltientla puissance  

imp6riale ou historique．Ceux quile prononcent encore   
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え1a francaise；ily en a，ne＄Ont ridicule＄que ju＄qu’えun  

certain point：1a restitution，Semantiquernentinfaillible，  

pour quil’a uTIPeulu，un peu Seulement，dela froideur  

rnagistrale et du s卓rieuximperturbabale，1’aiglepris dans  

la glace etle gle．（7）  

74  

〈Hegel〉と〈aigle〉とほ，く音〉的には同じではない。／已5巳1／と／已gl／と  

である。フランス語の音韻体系においてほ，／e5巳l／となるのである。くg＋e〉  

は／5／となるからである。くg〉くe〉く1〉のアナグラムで，〈gle〉がくgel〉 に  

なることは可能であるが，その変換をくDerrida）はくglace）と〈gel〉の意  

味論的一致によって行っている。く氷〉である。くGlas〉のくg〉く1〉の連鎖の仕  

方である。そして，〈a〉と（e〉との関係である。この〈Hegel〉がくdiff6rance）  

と連鎖されるのは，単に〈pyramide〉の（A）の姿だけによるわけではな  

い。くDerrida〉の言う く1’占conornie dela mort〉と結びつくからである。  

〈pyramide〉はく統治者〉（dynaste）のく死〉（mort）のく解読〉（d畠chifFrer）がで  

きれば，それをく合図〉（signaler〕しているという。こ町石で構築されたく場〉  

（lieu〕は，〈家族〉の〈居所〉（residence）であり，〈財産〉〔propre）とし  

てのく墓〉（tombeau〕。このく場〉で，く死の経済〉が くdifE卓rance）の作用  

によって生じる，とされる。く死〉とく墓〉（tombeau：momument eleve  

surles reste＄d，un mort．11Lieu oul，on meurt．〕の結びつき，く経  

済〉 とく財産〉の連壷削まわかる。しかし，く家族〉町〈居所〉としてのく墓〉  

が，どうLてく死の経済〉 と結びつくのか。少し戯れが必要である。このテキ  

ストの英訳者Alan Bassの解説は，〈tombeau〉はギリシア語でくoikesis〉て  

あって，これが〈昌conomie）（oikos（house〕＋nemein（manage））の派生  

してきた〈扉如∫〉 と類似Lているからである，としている。しかし，それだけ  

ではない。〈Derrida〉は くfamiliale）という記号を用いている。このラテン  

語く／α而Jよβ〉には，次の意味作用がある－1．家族，世帯．2．僕脾，  

（一家の）奉公人，朗党；奴僕．3．（故人の〕資産．4．種族，族，5．隊，  

徒党，一味；学派。3．のく故人〉のく財産〉，とはまさしく く死の経済〉で  

はないか。この〈統治者の死〉，あるいは〈家族の死〉 ということを，くHegel〉  

がエα P扉如剖∂伽Jog古g 如 才’郎か・才Jの中で扱っているのである。〈Anti－  

gone〉とくCreoIl〉の物語である。Bassの解説は次のものである－   
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Tllis［the deathofthetyrant］seemsto refer toHegel’s  

treatment of the Antigone storyin the Phenomonolo即．  

Itwi11be recal1ed that Antigone defies the tyrant Creon  

by burying her brother Polyniees．Creon retaliates by  

having Antigone entombed．There she cheats the slow  

death that awaits her by hanging herself，The tyrant  

Creon has a change of heart toolate，anduafter the  

suicides of his son and wife，his familJr－kills himself．  

Thus family，death，inscription，tOmb，1aw．economy．（郎  

〈Derrida〉は，GlasにおいてくHegel〉のこの物語の扱いについて言及を  

Lている。このようにして，〈A）と 〈pyramide）とが連鎖された経緯がわか  

ってきた。しかし 先に進む前に，もう少し戯れを行いたい。そ九は くAnti－  

gone〉 と 〈Creon〉 という記号と共にである。この二つの記号が 〈dif粍r－  

ance〉 に関与しているのは，〈Hegel〉 との関係からだけではない。まず，  

くCreon〉とはく統治者〉 という意味作用を起こすのであり，また〈Antigone〉  

は英語的に読むと，くanti－gOne〉 となる。つまり く統治者〉 と 〈反抗老〉の  

関係が成立する。実際，くanti）は くcontrary，against〉 を表し，〈goMOS）  

とほくchild，birth）を表すという。（9）（Antigone）は社会倫理に反する子  

として生まれたのである。つまり，〈Oedipus〉とくJocasta〉との盲目的，もし  

くは暗黙的な近親相姦の結果誕生した子であった。まさに，このことほくdi庁畠r－  

ance〉を蓑すものである。それはこの語がくDerrida〉によって，〈語〉ならぬ  

く語〉，く概念〉ならぬく概念〉と命名されているからだ。〈concept〉はくcon一  

仁g封鋸∫〉を語源とし 〈妊娠〉の意味作用を起こす。く法〉に反した〈妊娠〉で  

あった。そして，〈Antigone〉 はく法〉に反した死に方をする。くCreon〉 の  

〈自殺〉 とほ，〈d6construCtion）を想起させるであろう。   

〈Hegel〉といえば，当然くAufhebung〉が想起されてよい。この語との関  

連でいえば，（Creon〉は（th昌se〉で，くAntigone〉 は 〈antithtse〉にぁり  

ふることが出来て，くCreon）は 〈roide Thとbes〉 であったが，〈th台se〉  

と くTh畠bes）には書的戯れを起こすことができる。この 〈Th畠bes〉 とは，  

エジプTlの都市でもあった。〈Th色bes〉 は，〈Amon）という く神々の王〉と  

呼ばれ，ギリシア人がくZeus〉 と同一視した神と関係がある。くT血占bes〉は  

（Nut Amon〔cityofAmon）〉と呼ばれていて，またくthephallicAmon〉   
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は 〈the forces of generation and reproduct〉であり，くhis mother’s  

husband）と呼ばれるこがある，という。この発想ほ，〈Oedipus〉くJocasta〉  

との関係に連らなるのである。くAufbebung〉 から感じ取れる く上昇〉 のイ  

メージは，〈aigle〉の飛翔と連鎖をさせてもよいが，また〈pyramide〉のもの  

であろう。このく上昇〉については，後に扱うことになるが，それと反対の  

く下降〉をくpyramide）において意識しておく必要がある。くDerrida〉は，  

GJαざの冒頭において次のテキストを配している。それは，先述の くHegel〉  

と〈aigle〉にまつわるテキストの，右の欄に平行して配されている－  

竜仁g 匂切言 rg∫f占 d’蛸 足β椚み和光dJd占c舶r占 g兜 ♪g古山  

Carris bien rig〟liers，etfoutu aux chiottes5＞Se divise  

en deux．  

これは 〈Genet〉 のテキストに言及をしているのであるが，この くse divise  

en deux〉 に注目をLたい。つまり，くdiffer）ということが暗示されている  

のである。そして，もうすこし下ったところにこうある－  

Ily adureste，tOujours，quiserecoupent，  

deux fonctions．  

L’une assure，garde，aSSimile，int占rioris岳，  

id由1ise，relevela chute dansle monument．La  

Chute s’y maintient，embaume et momifie，mOnu・  

m畠morise，S’y nomme－tOmbe．Donc，mais  

COmme Chute，S’y6rige．  

〈chute〉 くtombe）の記号に注目。共に，く落下〉の意味作用を起こすのであ  

るが，くtombe〉はくtomber）であると同時に，く墓〉（tombe／monument）  

でもある。くmonument〉 とは，〈pyramide）のことであるが，〈pyramide〉  

はくtombe）である限りにおいて，〈落下〉（tombe／chute〕を（保証〉く保存〉  

く剛ヒ〉〈同面化〉〈理想化〉〈立直し〉を行う。それは くcomme chute，S’y  

畠rige〉であり，（de－COn－StruCtion）の二つの対立する相補的動きを連想さ  

せるが，く落下〉とく上昇〉を配備するものである。この表現ほまた，逆も正  

しい。かくしてくpyramide〉は，く上昇〉と同時にく下降〉をも表している   
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といえる。この〈落下〉といえは，更に続いて配置されている次のテキストは  

印象的である－－  

Peut－さtrele cas  

（Fα〃）du seing．  

SiFaL7marquele  

CaS，1a ch11te，1a deca－  

den亡e，1a faillite ou  

la fente，FaEl畠gale  

P主色ge，traPPe，COllet，  

1a machineえvous  

prendre parle cou．  

すなわちくFall（e）〉。   

このく上昇〉く下降〉の二つの運動をくA〉に当てはめるなら，頂点を中心にし  

て，それは左右の運動として表現される。くconMStruCtion）から（de－5true－  

tion）へ。つまり 〈A〉 とは くDerrida〉の行った西欧文明の分析，暴露，そ  

して全体化の営為 〈DeConstruction）の表現にしうる。くDerrida〉 は，こ  

の分析において，くロゴス＝音声中心主義〉を提示して見せたのである。この  

中においてくロゴス〉く音声〉 という概念もさることながら，じつにく中心〉  

〔centre）という概念が重要とされる。くA）とはこの〈中心〉の表現でもある。  

くcentre〉の語源ギリシア語くkeniYOn）は，（pointe〉（any sharp point）  

という意味作用を起こす。まさに，それはくA〉 の先端である。人は，この先  

（尖）端から，例り丘P且尺0ⅣSを想起Lてよい－  

β来由川仙紺  

La question du style，C’est toujoursl’examan，  

1e pe＄ant d’un objet pointu．  

くstyle〉とは〈文体〉であると同時に，く尖筆〉なのである。この尖筆を  

くA〉から読みとるとき，人ほ二本の線から，尖端に向かう上昇の運動を感じ  

取らなくてはならない。一点へのく集中〉である。あるいほ，底無しの空間か  

ら，せばまり行く空間の上昇。   
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そもそもくA〉はく上昇〉の運動をもたなかった。ギリシア語のくA／α〉は，  

すでに尖端を上に向けている。しかL，そのもとのフェニキア文字においては  

〈ヰ〉 という姿をLていた。ギリシア文字でも初期は，そうであったらしい。  

ギリシア文字くA〉といえば，くthe beginning；the FirstPrinciplefrom  

whichallthingsproceed〉という象徴作用を起こす。それなら，くDerrida〉  

の暴露LたくOrigin〉くPresence〉くTruth）くGod〉 をも表象することにな  

る。そして，〈β〉 との関係においてくA〉は，くaigle〉によって表象されると  

いう。このとき，〈由〉は〈owl〉であるという。   

このあたりの象徴性は，〈centre〉 の行う象徴作用に現れてくる－  

Centre Totality；Wholeness；absolute reality；pure being；th巳  

Origin of allexistence；unmanifest being；the world axis；the   

l］01e；the point around which everything revoIvesこ Paradise；  

the potential；the point containing the totality of allDOS＄i・  

bilities；SaCred sロaCe：a breakin sT）aCe and the point ofinter－  

COmmunication between the three worlds，tranSCending time  

and space；an aXis uniting the cosmos bothverticallyand hori－  

ZOntally；theintersectionofmacroeosmandmicrocosm；COSmic  
Order；the’Pivot of the Law’；the point of resolution and re－  

COnCiliationwhereallopposites disappear；the EternalNow；the   

’point of qui巳SCent’；the’unmoved mover’ofAristotle．  

ここに出てくる記号の多（が，〈Derrida〉 の批判に晒されたものであると  

気づく。たとえば，（totalit畠〉について〈Derrida〉ほこう述べている－  

”．Cetinidex et quelques autres（d’une maniere g畠n畠raleletrai－  

tement：du concept d’卓criture〕nous donnent d畠j且1e moyen   

assured’entamerla d6construCtion dela blus grande toialit占   

－1e conceptd’epistemeetla m畠taphysiquelogoeentrique－dans   

laquelle se sont produites，SanS jamais poserlaquestionradicale  

del’畠criture．touteslesmithodesoccidentalesd’analyse，d’expli－   

Cation，deleeture ou d’interpretaion．〔10）   
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このテキストのうち，く1a grande totalit畠〉 を 〈de・COnStruCtion）するた  

めに導入された武許がくdi］≡托rance〉 である。とするなら，くdifferance）と  

はくcentre）の遭のベクトルを有することになるであろう。まさLく英語で  

いえば，くdefer〉 と くdiffer〉の意味作用を起こす。そして今扱っているテキ  

ストで，（Derrida〉ほこういうd  

Les deux valeurs apparemment dit托rentes dela di庁丘rance se  

nouent dansla th占orie freudienne：1e dif托re ⊂Omme diseerna  

bilit昌，distinction，畠cart，diasteme†eSbacement，etle diff6re  

亡Omme d6tour，d伝1ai，r由erve，tCmboTisation．  

つまり，くA〉の頂点（突端）から左右へと下降していく運動が くdiff色rance）  

である。そして，〈A〉が示すように，その運動は無限に続くのである。無限  

への下降。そして，二つの線の無限の離隔。これに対して，くA〉 の上昇線軋  

くcentre〉で合流して，その運動ほ有限である。あとは，そのく尖端〉から  

の飛翔しか残っていない。く超越〉。そして，〈下降〉〔Fall〕の象徴性は以下の  

遥上り－「－  

FallThe Fallof ManisinvoIvementin the materialandindi・  
Vidualworld；man forgetting his divine originandnature；the   

loss of Paradise；the congenitaldualityin man andinmanifes・  

tation．  

こうした象徴性を加味して，くdif托rance〉 とくcentre〉の差異を対照化Lて  

みる。  

（A〕  centreノ＼  

集中  

上昇  

有限  

本質（超越）  

自己  

向上（純粋）   

di庁畠ranee／＼  

分離（拡散〕  

下降  

無限  

偶然（歴史〕  

他者  

堕落（不純）  
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境界固守  

天国  

精神  

生  

目的（定住）  

境界侵犯  

地献  

物質  

死  

無目的（彷檀）  

この対照表は無限に続くほずである。しかし 左側のコラムの項藍‖ま，実に右  

の項を中心にしたとき，抑圧される概念にすぎない。くロゴス中心主義〉の裏  

返しでしかないからである。くdif托rance〉 ほすでに くdiff卓rance〉 を隠蔽  

している。むしろ，〈difF6rance）とは両方の運動を同時に含む事態なのであ  

る。なぜなら，〈diff卓rance〉が くdif托rence〉 を下敷きにしているとするな  

ら，広義の くdiff占rAnce）とはこの両方と含むものであるからだ。こうした  

広義の くdiff卓rAnce〉 ほ，仏法でいう く空〉に相当する，そうした見方がな  

されている。この連鎖は Robert Magliolaが，その著書DeYTida on the  

鳩乃d（11）のなかで行っていることである。彼はこういう－  

Ishallargue that Nagarjuna’s昌豆nyata（“devoidness”）is Derri－   

da’s di〝iYGnCe，andis the absolute negation which absolutely   

deconstitutes but which constitutes directionaltrace．（p．89〕  

…What we designate as’devoidness’is the perpetualgoing▼On  

which di〟dYanCe，but which reinstateslogocentrism．．．（p，128）  

Magloliaほ〈空〉をくdevoidness〉 と訳し，〈voidness〉と区別をしている  

れ それを次のように説明している－  

In fact，Ihave selected ollt“devoidness”from the severalrenr   

derings of丘加ya拍＄uggeSted by translator＄Simply becauseit  

renders so wellthe kind of“working”whichis 丘加yaE6．“De－  

VOidness”as a translation evokes negation（the Latin prefix de  

meaning“completely，”so we have“devoid，”or“completely  

VOid”）；and“devoidnes＄”al＄O eVOkes constitution（the Latin   

prefix de meanlng“aWay from，”so we have“devoid，”or“away   
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from voidness”）．  

これはまさしく〈deconstitute／constitute）の同時運動である。でほ〈空〉  

とほ何か。もう少し立ち入ってみてみる。三枝充底氏ほこのように要約をして  

いる岬「あるものがそのものの自己存在＝自性をもたないありかたが，すな  

わちそのものの空ということにほかならない」。（12）氏は，その前のテキストで  

くdecorlStruCtion〉の運動をしめすかのような表現を用いている－  

（そのようななかで，）たとえばそこに火があると，火の自己存在をいか  

に主張しようとも，それがいかに根拠の乏しいものであるか，そLてさら  

にそれを強行すれば，ついには自己存在町根拠そのものを失ってしまう…   

・・川・（p．191）  

氏の説明をもう少し詳しく見ておくとよい。氏は，ナーガールジュナの『中  

論』について解説をLているのである。  

『中論』の中心思想は，  

縁起¶無自性一空  

にある。そLてこの軸を基盤にすえて，空ほその論理を獲得し，空の意  

義・ありかた・本質ともいうべきものが，充分に理解されるようになった。  

さらにここにある く無自性〉 く縁起〉をつぎのように説明している。  

わたくしたちがなにか考えようとするとき，その考えるもの一主体とそ  

の対象について，なにかしらそれだけで存在し，しかも動かないでいるも  

のを想定しないと，その考えるということ自俸がく巾らく掛らと動揺して，考  

えるということさえ不可能なのでほないか，という気分忙なってくる。こ  

うして，実体＝自己存在＝自性は，ものを考えるひとに，ものを考える場   

合に，つねについてまわる。しかもなお，それを否定したところに無自性  

がひろがり，空がひらかれる。  

その自性を無自性に転換させるのが，縁起〔pratityasamutp亘da〕と  

いう考えである。   
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このく縁起〉ほ初期仏教以来存在していたのであるが，く無自性〉く空〉に連鎖  

されることがなく，その連鎖をつけたのがナーガールジュナの『中論』である，  

という。三枝氏は『中論』第十章の，「火と薪との考察」（什訳「観燃可燃品」）  

を用いてく縁起〉のあり方の説明をLているが，それを見ると人は，〈Paulde  

Man）の例のイェイツの詩“Among SchooIChildren”を用いた「踊り手  

と踊り」についての議論を想起するであろうー“How can we know the  

daneer from the danceP”  

いま火が燃えさかっている薪というありかたをみてみよう。私たちはそこ  

に火があり，薪があるという。しかしなら，そのめらめらと燃えているど  

こからが火で，どこまでが薪であるか，それをはっきりと区別して，ここ  

が火でここが薪だとすることは，なんびとも不可能である。両者ほ一体と  

なって一両者の区分もできないほどに全く山体化していて，そLてそこ  

に火があり薪がある，といわれる。  

一体化して燃えあがる前には，火はそこにない。薪もたんなる木片にす  

ぎず，まだ薪（燃料〕とはなっていない。燃えはじめたときに，木片はた  

んなる木片でほなくなり薪となり，火もまたそこに現在化する。そして上  

述のように，両者がある点において結合して一体化してほじめて，火があ  

り，薪がある，という。  

この火と薪との一体化の姿，それを〈縁起〉のく相依性（相互依存関係）〉 と  

いう。これは，〈d6construCtion）に対してなされた批判，くparasite）（寄  

生）ということに対する批判論にとてもよく似ている。このく火〉く薪〉の関  

係を，動的に考察をすると，そこにく縁起〉のく相互排除性〉，さらに進んで  

く矛盾対立〉のありかた，つまり「縁起のいわゆる逆の形の相依性」にいき着  

く。それはこういう論理からである。  

ところが現実軋薪に燃えている火は，決して静止したままではない。火  

はどんどん燃えさかって行くか，または徐々に消えかかって行くか，どち  

らかいずれである。この場合，火が燃えて行くとは，薪を減少させていく  

ことである。火が消えかかって行くとは，薪を増大させて行くことである。  

いいかえれば，火を肯定Lて行くことになる。すなわち，火と薪との肯定  

一否定の関係は…‥・一 方の肯定が他方の否定に通じて，相互に反対の関係   
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にある。  

この状態が進行していくと，薪はどんどん小さくなる。これほ「火を肯定し薪  

を否定することが進行」することであり，「薪が燃え尽きたとき，薪は完全に  

否定される」。しかし肯定を押し進めすぎると，薪が不在となってしまうため  

に，「火の存在する場所」がなくなる。そして「火もまた消滅する以外」にな  

くなるりである。これほ「肯定の一方的進行がそれ自身の自己否定というあり  

かたで終止符を持つ」ことになった，ことを意味している。また，道の場合，  

火が次第凪消えかかって行く場合にも，類似の状況が生じる。これはくcentre〉  

の押し進めによる（d畠construction〉の状況である。（A〉 の上昇運動は余り  

にも押し進めすぎると停止L，またくA〉 の下降運動は無限に続くことでその  

存在性を失うであちう。すなわち，「相互対立における両者は，対立を残して  

いないかぎり，みずから自己智滅ぼしてしまう結果を招く」のである。おそら  

く，このく対立〉をく差異〉 と置き換えることによって くdif柁rance〉へとつ  

ながることであろう。したがって，く縁起〉の運動とは，「自己存在＝自性の主  

張を根本から否定して，かえってそれぞれが無自性であることによって，縁起  

にある諸存在にその根拠をあたえる」ということになる。  

あるものがそのものの自己存在＝自性をもたないあり方が，すなわちそ  

のものの空ということにほかならない。こうLて，縁起から無自性へ，縁  

起から空へ，無自性から空へと論理が明白となり，それによって一切のも  

のが成立することができる。  

もし，く空〉を〈diff占rAnce）として足立するるら，〈difF岳rAnce〉 とは  

「一切のものが成立する」根拠ということになろう。   

つまり，くA〉 とはく上昇〉く下降〉との運動が同時に存在するからこそ，  

〈A〉 として存在しているのである。そのどちちの運動に対Lても執着しない  

こと，それほすなわちくdif托rAnce〉なのである。  

＊  

これまでく上昇〉く下降〉の概念を用いてきたが，〈A〉 のくdif托ran⊂e〉の  

運動ほなにも〈下降〉でなくともよい。また，〈centre〉の運動は，く上昇〉   
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でなくともよい。そもそも 〈A〉ほ，〈牡牛（0Ⅹ〕〉 を表していたという。く』〉  

の姿をしていたのであり，それがフェニキア文字ではくヰ〉となり，ギリシア  

初期にはく＞〉となり，そして後期になって始めて 〈A〉として直立する。  

GREEKALPHAliET  

Ⅷ  GR  LATIN   
「】  （刀  

日  声ゴ  lト   同   

ロ l・一■［   

OLD   
声 

円 F■   

K  打  享  に．ヒ  仁  ｛：  七  半  キ  ギ  ヰ  辛いq   A   ∧   

〈A〉 として直立をしたとき，〈上昇〉く下降〉の意識がそこに生じた，あるい  

ほ託されたのである。一体何が起きたのであろう。〈＜〉からく＞〉への変化  

は，まず文字が右から左に向かって善かれていた時代から，左右交互に往復す  

る〈牛新式〉の段階を経て左から右への書法になったからである。そ九にして  

も，直立の理由ほなにか。〈0Ⅹ〉から〈pyramide）への移行とは何か。   

くpyramide）の形状の由来は，「ピラミッド・テキストからみて故王が昇天  

するための階段（階段ピラミッド〕，または太陽光線の具象化（方錘ピラ ミ ッ  

ド）とみる説が有力」であり，「方錘ピラミッドの成立ほ太陽神信仰（ラ…）  

の確立と関係があり，ヘリオポリスの聖右ベンベンの形状も影響を与えている  

可能性が大きい」（11）という。   

確かにく太陽神信仰〉といえば，くA〉く瓜〉とはくeagle〉くowl〉，または  

〈day）と（night）とによって表象される。ギリシ7神話では，またくApol－  

lo〉であった。そLて，くA〉のもともとの形態ほく0Ⅹ〉であったというなら，  

（Altar〉が浮かびあがって（る。く0Ⅹ〉とはそこで殺されるく犠牲〉である。  

あるいは，くAltar〉のラテン語形く励加克〉軋 くdJ紬∫〉（高い〕を語取とし  

ている。それほ「高い場所」のことで，そこは信仰の中心（祭壇）である。例  

の〈上昇〉は〈exalter〉とフランス語ではなる。これは，ラテン語くβ∬αJねrg〉  

む＃一外に＋虎J紬g高い＋－d柁＝持ち上げる）から派生したという。このよ う  

にして，〈0Ⅹ〉ほ（altar）に介在されて，くpiramide〉と連鎖してくる。   

く太陽神〉といえば，エジプ＝においてはくthe rising sun〉ほくHorus〉，  

（the zenith〉はくRa），くthe setting suIl）は〈Osiris）としてぁりあて  

ている。（15）とするなら，くA〉の三つの点をそれぞれが分担し，太陽の〈上昇〉   
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く下降〉とを運動化するのがく∧〉ということになろう。つまり，くく〉のよ  

うになっていてほ，〈A〉がく太陽〉と結びつくことは難しいのである。   

くRa〉はく創造主（creator〕〉を意味するのであるという。そして くobe－  

1isk〉がそれを表象する。〈Hモ1iopolis〉の神殿の神官ほ，ここでくRa〉が最初  

に「オベリスクの形をした，石の物体に顛現Lた」という，とされている。そ  

れは〈beben〉 と呼ばれるものである。このくobelisk）の泉致性は，次の通り  

である－  

Phailic；malegenerativepower；fertility；regeneration；Stabiliz－   

ing force．Itisalso an axis mwndiand Tree of Life，a ritual  

world centre，a‘finger of the sun’．1n Egyptit denotes Ra；  

the ray of the sun；SOlar generative power，  

このくobelisk〉の象徴性と 〈faiseau）くverge）とは連撰する。また，この  

ベンベンのオベリスクをもつ神殿では，〈Ra〉ほ適例くthebullMerwer）の  

姿をとるとされる。またときには，（the bird Bennu）であるという。くRa〉  

はくthe Bullof Heaven〉 とLて，くthe sky godess Nut〉と毎日交合を  

し，妊娠させるとされている。この〈theBirdBennu）は次のようにくeagle）  

と結び付く－く〔the Bird Bennu）isidentified，though n（〕tWithcer－  

tainty，With the Phoenix who，aCCOrding to Herodotus’slieliopo－  

1itan宮uides，reSembled the eaglein shape and size，While】〕enn  

was morelike alapwing or a heron．）（16）   

か（して，く0Ⅹ〉→くPYRAMIDE〉の移行は，更に（0Ⅹ〉→くRA〉→くOBE－  

LISK〉→くPYRAMIDE〉 と分節化することができる。そして，このくPY－  

RAMIDE〉 とはくRA〉を崇拝し，自らを〈sons of Ra〉と称Lた（Phara－  

oh）たちの くtombeau〉であった。この墓，つまり死者の家は，〈pharaoh）  

にふさわしい。なぜなら，くpharaoh）の語源的意味作用は，〈great house）。  

このく大きな家〉とは，〈死者〉忙固定されることはなく，むしろ〈王〉のく再  

生〉の母胎である。「ピラミッドは王の遺骸および副葬品を納置すると同時Fこ，  

現世にあっては神の化身とLて宇宙秩序（ヤアト）をみずからの手で維持し，  

死後は神々の一員とLてこれを保証する存在となるファラオのための供養と祭  

儀の場」である。またく再生〉ほ，くRa〉の行為からも生まれてくる。くRa〉  

が年をとるにつれて，人間の忘恩に嫌気をもようして，く地上〉から去って   
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く天〉に移る。その時に，徴は常に規制されること忙なり，日中十二時間船に  

乗って，東から西へと自らの王国を施することになった。このときの運動は，  

すでの述べたようにくノ＼〉のものといえよう。そLて，注月すべきことほ，  

この巡行のさい，くRa〉はその最大の敢 〈Apep〉 の攻撃を受けるというので  

ある。（Apep〉ほ大蛇であり，大ナイルに住み，時々その（Ra〉の船を飲み  

込むことがあった。しかし，このくApep〉はいつもくRa〉の護衛に破られ  

て，くabyss〉に戻されるという。また，この巡行でくRa〉 ほ朝には子供の姿  

で誕生L，成長，そLて老いて夜になると老人として死ぬ，という考えもあ  

る。つまり，く死〉とく再生〉のリズムが付与されているのである。   

〈＞〉からくA〉 に移行したさい，書きつけられた素材がく粘土板〉から  

くパピルス〉へと変化をしたらしい。この変化にあわせて，当然筆記具も変化  

したであろう。LかしそのくA〉 り姿町尖端ほ常に維持されたであろう。それ  

ほ筆記具のく畠conomie〉 に基づくからである。Lたがって，常に くstilus〉  

はく亡entre〉の意味作用を起こしていた。とりわけく粘土板〉に〈痕跡〉を  

刻印するとき，くstilus〉はそこにくⅤ〉 を刻む。そのとき くstilus〉 ほ，侵入  

を進ませればそれだけ尖端から根本に向けて，粘土の表面によって包み込まれ  

る。く∀〉はその状況の記号としうる。く〉ほ粘土の表面である。粘土ほその  

さいに〈亀裂〉を生じ，まさにくdifE畠rAnce〉 が現象する。あるいは，大  

地に突き建てられたくObelisk〉。これほまさしく男女のく性交〉の賓である。  

〈A）ほその象徴性を隠している。このようにして，くA〉がく豊穣〉（fertilit畠）  

を表すというなら，そこにはく子〉が想定されるであろう。く子〉とは，すな  

わちく性交〉のくtrace〉〔Empreinte ou suite d’empreintes surle sol  

marquantle passa官e d’un corps，d’un homme ou d’un animal）であ  

る。つまり 〈文字〉。ところで，（fertili珪〉 とえはラテン語UeriilEs）は  

く／gr¢〉を含んでいるが，その意味作用はおもしろい。例のくr色相reT〉ほこの  

くfbro）を持っている。さらに，くdiffirance〉 をくdifference）と くdefer－  

ment〉 と英語で説明を加えるなら，くdefer〉はく延期〉だけでなく，く（に〕  

敬意を払う，（人の意見に）従う〉く～をゆだねる，決定を付託する〉という同  

音意義語を持つ。そのテラソ語〈dg力作〉は，く加〉 とく舟rrβ〉 とで出来て  

いて，く∫eγデ¢〉ほく′erけ〉なのである。フラソス語でほく和布wウである。  

ここにほく（人な〕告発する〉という意味作用もある。これはどう考えればよ  

いのであろうか。くdi庁如ance〉に付託された公的意味作用く延期〉は，く現  

前〉からのく離脱〉ではなかったのか。つまり．これでくDerrida〉自身が   
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くdeconstruction〉に晒されているのであろうか。そうである。こうした現  

象こそ，まさしく く記号〉のくfertilit昌〉による。   

〈文字〉く記号〉の深層に，このようにしてく性交〉のイメジが潜んでいる。  

Lたがって，それほ極めて根源的にエロティックである。そして，肉体的快楽  

と連鎖する。だから〈Derrida〉の指摘通りに，く西欧ロゴス＝音声中心主義〉  

が〈文字〉を抑圧Lてきたとい弓のであるなら，それほ一つには，ここに原因  

があろう。く知〉〈精神〉の〈性欲〉く肉体〉の抑圧。〈Plato〉がく文字〉を抑圧  

Lたのほ，〈心〉から二重に離れている存在だからとされているが，むしろ  

〈性〉の抑圧のためではなかろうか。くdi庁如ence〉ほくロゴス＝音声中心主  

義〉に従うく語〉であるとするなら，それほその象徴であり，そこに対して  

くA〉という くobelisk〉を打ち建てたということは，またその存在性を意識  

化させる戦略であった。それはまた，〈ファロス中心主義〉の記念碑でもある。   

それにしてもく性〉ほ何故抑圧されねばならなかったのか。まさに，くdi鮎r・  

Ance〉の典型であるからだ。こういう言い方はく現前〉く真理〉なき〈解答〉  

に相違ない。  

注  

（1〕JacquesDerrida，MaTgeSdelaL・hilosophie．（Paris：Minuit，1972）以下  
tLadif托rance，甘こ関するテキストほ．この版による。  

SpuYS／Eperon＄．（Chicago and London：theUniversity of  
Chicago Press，197郎  

（3）Pctif Lwousseil］ustr占1982．（Paris：Larousse，1982〕以下フラソス語の定義  

のテキストはこれによる。  

（4）『羅和辞典』田中秀宍編（研究社．1970〕以下ラテン語の定義のテキストはこれ  

による。  

（5＝・C・Cooper，A”J〃椚れ加d 且〝叩rJo如gdidげ rrαdi血伽J5叩占8J5．  

（London：ThamesandIiudson，1978）以下象教の説明のテキストほ．これに  

よる。  

〔6）『世界大百科事典』（平凡社，1988）  

（7＝acques Derrida，GZas．（Paris：Galil卓e，1974）以下GEasのテキストは，こ  

れによる。  
MarginsqrPhiLosobhy．Translated，With additional notes．  

by Alan Bass．（Chica官0：the University of Chic且gO Press，19畠2）  

〔9）AdrianRoom．Room’s ClassicqlDi｛tio加Ty：The OYlgi如SOfthe NGmeS  
qrC如r即f甜占わ‡CJ耶正αJ坤拍0わgγ・（London：Routledge＆ K¢gan  
Paul，1983〕  

〔10＝acq11e Derrida，Dela grammatoLogie・（Paris：Min11it，1967）  
（11〕Robert Magliola，DeTridGOn the MeTZd〔Lndiana．Purdue University   



荒 木 正 純  88  

Pres畠，1984）  

〔12）三枝充慈『インド仏教思想史』（第三文明社，1975）  

（13〕I・J・Gelb，A Studyofl竹iEi〝g▼（Chi亡agO：the UniversitY Of Chicago  
Pres与．1952，1969）p．177．  

（14〕『世界大百科事典』（平凡社，1g畠畠）  
（15〕∧毎餌エ〃rO〟∫∫g且乃り亡ね♪βdJα〃′叫J加ゎ即′．〔London．ⅡamlyIl．1978〕  

（16〕『世界大百科事典』（平凡社，1988〕   


